
【ワクチン開発に資する新規モダリティの研究開発】

○SCARDAにおいて、新規モダリティの国内外の研究開
発状況を把握・分析し、戦略的で弾力的な資金配分
や、研究課題の適切なGo/No-Go判断を通じ、革新的
な新規モダリティの研究開発を実施。

【感染症ワクチンの研究開発】

○革新的な新規モダリティについて、ワクチンへの応
用研究や第Ⅱ相までの臨床試験のための研究開発を
実施。パンデミックに備え臨床試験の経験を重ねる
とともに、革新的なワクチンの早期実用化につなげ
る。

○ワクチンを国内で開発・生産出来る力を持つこと
は、国民の健康保持への寄与はもとより、外交や
安全保障の観点からも極めて重要。緊急時の迅速
な開発を念頭に、平時からワクチン開発に資する
新規モダリティや感染症ワクチンの研究開発を推
進。

○パンデミックの脅威に備え、有事に一刻も早くワ
クチンを国民に届けるため、ワクチン開発に資す
る革新的な新規モダリティや感染症ワクチンへの
応用等の研究開発を実施。そのため、日本医療研
究開発機構（AMED）に、平時からの研究開発を主
導する体制（先進的研究開発戦略センター
「SCARDA」）を設置し、一体的かつ機動的な予算
の配分を実施。

ワクチン・新規モダリティ研究開発事業（内閣府日本医療研究開発機構担当室）

令和３年度補正予算 1,504.0億円

事業概要・目的 事業イメージ・具体例

○平時から新規モダリティを育成し、感染症ワクチ
ンへの応用研究等を重ねることで、緊急時に速や
かにワクチンが実用化され、国民にワクチンを早
期に供給することを目指す。また、新規モダリ
ティの育成に伴い、幅広い疾患ワクチンや治療薬
等への展開も期待される。

期待される効果

国
（内閣府）

補
助 日本医療

研究開発機構
（AMED）

（基金）

研究者/
民間事業者

等

委
託
等

資金の流れ

参考資料２



〇平時のファンディングを
通じて得られた、最新の知
見・技術やエビデンスを集
積。

〇迅速・機動的なファン
ディングでワクチンの早期
実用化を目指す。

 今後のパンデミックの脅威に備え、重点感染症に対して、感染症有事にいち早く、安全で有効な、国際的に貢献
できるワクチンを国内外に届けるため、平時より長期的・安定的かつ戦略的に、①感染症ワクチンの開発、②ワ
クチン開発に資する新規モダリティの研究開発を支援する。

 そのため、AMEDに設置するSCARDA（先進的研究開発戦略センター）において、産学官の研究チームによる応用
研究～臨床試験に対し、戦略的に研究費を配分（基金を設けて対応）

AMED（SCARDA）

関係企業／ベンチャー

出口を見据えた
産学官・臨床現場の協働 体制

臨床現場アカデミア、国研

感染症ワクチンの開発
〇重点感染症を対象とすることを基本
〇各感染症の特徴に応じ、有効性・安全性や利便性等の付
加価値が高い技術の獲得を目指すなど、より優れたワクチ
ンを実現するための開発戦略を策定
〇ワクチンの実用化に向けて、総合的な課題克服を目指し
て産学官連携により開発を推進

平時

感染症有事

ファンディング

ワクチン・新規モダリティ研究開発事業
－産学官・臨床現場の連携によるワクチン開発への戦略的なファンディング－
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内閣府 令和３年度補正予算額 1,504億円

ワクチン開発に資する新規モダリティの研究開発
国際的な技術優位性を念頭に、感染症ワクチン応用が期

待されるモダリティ等の研究開発を推進。

①感染症ワクチンを目指して開発していて、国内外で未
だ実用化されていない技術や、既存のモダリティ
（mRNA、ウイルスベクター等）で、有効性・安全性や
利便性等の付加価値がより高い技術
②世界の創薬でブレイクスルーが期待される革新的技術
③他の疾患向けに開発していて感染症にも応用可能性が
見込める技術
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